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911カレラS カブリオレ：燃料消費量（複合）9.1リッター/100km、CO2排出量（複合）208g/km 
911カレラ4S カブリオレ：燃料消費量（複合）9.0リッター/100 km、CO2排出量（複合）207g/km

燃料消費量およびCO2排出量の数値は、新しい「乗用車等の国際調和排出ガス・燃費試験法」
（WLTP）を使用して計算されました。ここから計算されたNEDCの数値は当分の間継続して明記され
ます。これらの数値は、これまで使用されてきたNEDC測定手順に基づいて計算された数値と比較す
ることはできません。

新型乗用車の正式な燃料消費量および詳しいCO2排出量の詳細については、「新型乗用車の燃料
消費量、CO2排出量および電力消費率に関するガイドライン」を参照してください。これは、すべての正
規販売店およびDeutsche Automobil Treuhand GmbH（DAT）から無料で入手することができます。
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ポルシェ911カレラ カブリオレ

最もオープンな形のスポーツカーの魅力

新型のポルシェ911カレラ カブリオレは、純粋なドライビングプレジャーを提供します。911の第8世代
となるこのオープントップバージョンは、クーペのワールドプレミアからわずか4ヶ月後に発売されます。カ
ブリオレは、ポルシェにとって特に重要なモデルです。これは、ポルシェ初のスポーツカーである1948年
モデルの356 “No. 1“ロードスターがオープントップモデルであったからです。このモデルのコンバーチ
ブルトップはシンプルなキャンバス製でした。フル装備のカブリオレバージョンが1982年から911ファミ
リーに加わって以来、そのラインナップを一段と強固なものにしています。また、1987年からは電動式
のルーフが装備されています。

新しい911カレラSカブリオレは、ポルシェの中で最も技術的に進歩したルーフデザインを備えていま
す。電気油圧式システムはさらに軽量化され、わずか12秒でファブリックフードを閉じることができます。
また、時速50kmの走行までこの動作が可能です。内蔵されたウィンドディフレクターは電動により2秒
で展開し、室内の空気の流れを整えます。

新型カブリオレは、トップを閉じていても純粋なドライビングプレジャーを提供します。低いルーフライ
ンが紛れもないクーペのシルエットを反映しています。同時に、特殊なマグネシウム製のパネルボウ
が高速走行時にソフトトップが膨らむのを防ぎ、乗員の最適な保護を提供しています。熱線入りの
ガラス製リアウィンドウが視認性を向上させるのと同時に、オートマチック ロールオーバー プロテク
ションシステムが安全性を高めます。また、断熱・遮音素材のレイヤーが、さまざまな天候における
快適性を維持します。

新型カレラ カブリオレには、新しい911世代のすべての革新的技術が備わっています。最も重要な新
機能の概要は次のとおりです：

パワートレイン   911カレラS カブリオレ：最高出力331kW（450PS）を発生する3.0リッター水
平対向6気筒ツインターボエンジン搭載、ガソリンパティキュレートフィルター

（GPF）、大型のタービンおよびコンプレッサーホイールを備えたシンメトリーレ
イアウトのターボチャージャー、電子制御式ウエストゲートバルブ、最大トルク
530Nm/2,300〜5,000 rpm
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トランスミッション  新型8速ポルシェ ドッペルクップルング（PDK）、レシオスプレッドの拡大、および
新しい超高速ギアシフト

駆動    オプションの後輪駆動（カレラS）および4輪駆動（4S）、カレラ4S用の新型水
冷式フロントファイナルドライブユニット

パフォーマンス   カレラS（4S）：0-100km/h加速3.9（3.8）秒、オプションのスポーツ クロノパッケ
ージ装着車は0-100km/h加速3.7（3.6）秒、最高速度306（304）km/h

効率性   911カレラSカブリオレはEuro 6d Temp排出基準の要件を満たしており、燃料
消費量は8.9（4S：9.0）リッター/100km（相関NEDC値、複合）、CO2排出量（複
合）：205（206）g/km

シャシー   フロントに20インチ ホイール、リアに21インチ ホイール、46mmワイドになった
フロントのトレッド、カレラSのリアトレッドはプラス39mm、カブリオレで初めてオ
プション装備が可能となったPASMスポーツシャシー、10mm低められたボディ、
新しいウェットモードが濡れた路面を検知

ボディ    アルミニウムの割合を高めた新しいボディ構造、特殊なエンジンマウントがねじ
り剛性を高め、振動を削減、オープンルーフと迎え角を高めたアダプティブリア
ウィング、インテリジェントPDLSプラスを装備したLEDマトリックスヘッドライト 
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デザインとインテリア

クラシックラインの再解釈

新型911はよりワイドになり、さらに自信を高めるとともにたくましくなっています。そのシルエットはおなじ
みのもので、見紛うことなくポルシェ デザインのDNAをベースにしていますが、それでもなお驚くほど新
鮮さを感じます。カブリオレの安定感のあるサイズのファブリックフードはそのままです。これはフライラ
インと呼ばれるルーフの輪郭を強調し、車両の後部まで続きます。ファブリックフードは、ブラック、ダー
クブルー、ブラウン、レッドの各色から選ぶことができます。標準装備の新しいLEDヘッドライトと初期の
911世代のスタイルを踏襲したボンネットは、未来志向のデザイン要素とこのブランドに典型的な特徴
をさらに発展させて組み合わせています。新型911モデルは、45ミリメートルまで広がったフェンダーとよ
り大径のリアホイールによってさらに独特な容姿になっています。また、新しく設計しなおされたリアエン
ド、一連のLEDライトバーや特徴的なサードブレーキライトによって車両の幅が強調されています。

Gシリーズのスタイルを踏襲したボンネット

フロントエンドは初期の911モデルであるGシリーズ由来の伝統的な特徴を復活させています。ボンネッ
トが前方に延び、フロントガラスの前に独特のくぼみがあります。これらの要素が車両のフロント部分
を長く見せ、ダイナミックな外観を与えています。それと同時に、新開発のLEDヘッドライトが911の技
術的な進歩を表しています。それらは911に典型的な丸く直立した形状で、ほぼシームレスにフェンダ
ーに統合されています。特にオプションのLEDマトリックスヘッドライトのデザインは視覚的なハイライト
であり、使用されている技術に合わせてカスタマイズされています。最適化されたデイタイムランニング
ライトは、911の力強い存在感をさらに強調しています。

スムーズな表面のワイドなボディ

新型911のホイールベースに変更はありませんが、全長は20ミリメートルほど長く全幅がよりワイドにな
りました。すべてのモデルでフロントアクスルが45ミリメートル広がり、カレラSのリアアクスルは44ミリ
メートル拡大しています。そのため911は特に正面から見たときにフラットに見えます。フロントエンドの
モダンな直線は、サイドにも一貫して続いています。ドアは前後のフェンダーの間にシームレスにはめ
込まれているような印象を与えます。直線的な輪郭は余分な飾りがなくサイドに統合されます。サイド
の輪郭曲線は、先代モデルよりも低い位置から始まっているため視覚的な低重心を作り出し、新型
911の低くしゃがみこんだような外観を強調しています。1インチ大型化されたリアホイールは、こうした
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外観にさらに磨きをかけています。車両に近づくと電動でポップアウトする格納式ドアハンドルや空力
性能が強化されたエクステリアミラーの長方形のデザインは、静かで力強くシェイプされた車両のサイ
ドを締めくくっています。エクステリアミラーも風切り音を最低限に抑えるために再設計され、最適化さ
れています。それらはまたオプションで電動式の折りたたみ機能が用意されています。標準のブラック
のミラー下部トリムは、オプションでボディ同色仕上げを選択することができます。

新しいLEDライトバーを装備したリアエンド 

その明らかにくぼんだ輪郭と低いエプロンの末端により、リアエンドは911の典型的な特徴を備えてい
ます。それはカブリオレでは機能的に3つの要素に分けられます。多数のパーツに分かれたコンバーチ
ブルトップ構造は電動で開くリアリッドの下にZ字形に折り畳まれます。大型のリアスポイラーはリッド
の形状にマッチしています。リアエンド全体は、クーペとほぼ同じです。新しいワンピース構造のLEDライ
トバーとナンバープレートを低く配置することでドラマチックな外観を生み出し、先代モデルとの明らか
な差別化を図っています。エアインテークの垂直に配置されたルーバーはリアウィンドウの輪郭を反映
しています。カブリオレでは、リアリッドの新しいデザインにより、エアインテークとウインドウの間の距離
がクーペよりもわずかに大きくなります。中央に配置されたサードブレーキライトはインテークルーバー
に統合されています。リアスポイラーが展開しているときはこれが隠れるため、セカンドブレーキライトは
スポイラーに組み込まれました。

際立った特徴として、後輪駆動モデルにはブラックのルーバーが備わり、4輪駆動モデルにはリアグリ
ルにクロームのエレメントがあります。リアスポイラーはエアインテークの真下に配置され、幅が大きく
広がりました。これは、テールライトのほぼ外側のエッジまで伸びています。

一連の新しいLEDライトバーはすぐにリアへの注目を集めます。このライトの帯は、継ぎ目や縫い目によ
って途切れることがないため、新型911に見紛うことのないナイトデザインを与えます。統合されたテー
ルライトモジュールにより、方向指示灯を再設計することが可能になりました。方向指示灯がライトバ
ーを囲み、視覚的なサポートを与えています。また、それらは立体的なポルシェのロゴも取り囲んでいま
す。モデル名はこの下に新しく作られた字体で表示されています。これは、70年代にポルシェで使用さ
れていたスタイルに対する現代的なオマージュです。
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リアエプロンは、首尾一貫したグラフィックの見え方に対するアイデアを継承しています。これは、エグ
ゾーストシステムのテールパイプの間にナンバープレートを移動することによって実現しました。これら
は視覚的に中断することなく下向きに収束するように、リアエンドと段差なく統合されています。また、リ
フレクターと外側のエアアウトレットをリアエンドのブラックの部分に統合することでリアエンドに気品を
与えるだけでなく、より直線的かつワイドに見えます。

新たに見直されたインテリア

まったく新しくなったインテリアは、911の開発における画期的な出来事です。新しいコックピットは、明
快さと形式的な曖昧さという初代の911にすでに見いだされた美しさを想起させます。例えば、伝統的
なアナログ式のレブカウンターは、まるで浮いているかのように見える2つのフレームレスのフリーフォー
ムディスプレイにはさまれています。オリジナルの911と同様、新しいダッシュボードは途切れることなく
水平方向全体に延びています。中央には、古典的なトグルスイッチの外観を持つ5つのプッシュボタン
を備えたはめ込み式のコントロールパネルが、タッチパッド式センターコンソールへの変化を生み出し
ます。イグニッションキーはもはや必要なくなりました。新型911は、標準でエンジンを始動させるための
キーレスゴーとロータリースイッチを備えています。これらはもちろんステアリングコラムの左側にありま
す。このようにして、アナログの精度がデジタルの統合と完全に調和しています。

ルーフのようなカバーの下でダッシュボードはブラックのリセス部分に水平方向に伸びる操作のため
の階層があります。これは、ドライバーの正面にあるアナログ式レブカウンターを中央に備えた5つのク
ラシックなポルシェの丸型メータパネルが主役となっています。7インチのフリーフォームディスプレイの
縁に露出するガラスは、優雅さと軽快さを際立たせています。

隣にある新型の10.9インチPCMタッチスクリーンディスプレイは、段差なく組み込まれています。コント
ロールユニットの前のトリムサーフェスはハンドレストとして機能し、前方への注意がおろそかにならな
いようにすばやい操作をサポートします。その下には、重要な車両機能に直接アクセスするための5つ
のボタンを備えた新しいスイッチユニットがあります。これらは露出しているため、直感的に操作すること
ができます。車両の装備により、このスイッチでウェットモードの作動やPASMダンパーをより硬い設定
に調整することができます。センターエアベントはセンターコンソールに移行する部分です。センターコ
ンソールは、PCMディスプレイに合わせてタッチセンサー式の高光沢の表面を持っています。
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新しいオプション：清浄な空気のためのイオナイザー

クライメートコントロールシステムのエアフローを清潔にするオプションのイオナイザーも新しい機能で
す。これにより、空気中に含まれる雑菌やその他の汚染物質の量を減少します。室内の空気が改善
されることで、乗員の健康状態を保ちます。

ポルシェ ドッペルクップルング（PDK）用のセレクターレバーに備わる従来の機能が省略され、レバーは
以前よりずっとコンパクトになりました。これは、新しい8速PDKの電子制御によって可能になりました。
形状と表面の質感はタッチスイッチのデザインに呼応しています。明確に構造化された、シンプルなデ
ザインのドアパネルは、優雅さと高いレベルの機能性を兼ね備え、十分な収納スペースを提供します。

新世代のステアリングホイールは、軽量性や精度などのポルシェの典型的な原理をさらに独自の魅力
的な方法で体現しています。マルチファンクションコントロールのスイッチ類はステアリングホイールに
自然に溶け込み、軽量性を強調しています。視覚的に改良が加えられたモードスイッチは、より現代的
なルックスになり、さらに使いやすくなりました。コントロールレバーも完璧な機能性とエルゴノミクスの
ために再設計が施されました。GTステアリングホイールは、異なるバージョンをオプションで選択するこ
とができます。ステアリングホイールの直径はすべて360mmです。

より快適な新世代シート

シートも根本的に変更されています。軽量設計により、新しいデザインは車両重量を約3キログラム
低減しました。変更された形状は、肩の部分への横方向のサポートを著しく向上しました。シートは以
前よりも5ミリメートル低く配置され、最小限のシートクッションを備えていますが、座り心地は大幅に
向上しています。また、シートはクラシックなレザーループによる人間工学的に楽な折りたたみ機構を
持ち、先代の911モデルのシンプルな操作を想起させます。全く新しいバックレストシェルと新しいス
テッチパターンの組み合わせにより、インテリアに調和する外観の差別化を達成しています。新型
911のリアシートも改良されています。バックレストが約20ミリメートル高くなり、シートクッションがよりワ
イドになっています。

スポーツシート プラスのバックレストもカスタマイズすることができます。幅広い種類のトリムエレメント
が用意され、例えばバックレストの後部中央部分は、レザー、ウッド、ブラッシュドアルミニウム、さらには
カーボン製のインサートで強化することができます。塗装された素材も装着可能です。
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ドアの内側も再設計され、ダッシュボードの水平に伸びるラインを引き継いでいます。高品質のメタル
ドアトリムエレメントは、新しく設計されたドアオープナーにシームレスに移行し、視覚的なユニットを形
成します。トリム表面のこの新しい形状は、エクスクルーシブなトリムの幅広い選択肢と組み合わせて
豊富なカスタマイズオプションを約束しています。

ポルシェは初めて、新型911のオプションとしてブラックまたはスレートグレーのパーシャルレザーインテ
リアを提供しています。このオプションでは、シートセンターセクション、シートボルスターとフロントヘッド
レストは表面を滑らかに仕上げた本革製です。ダッシュボードの上部とドアショルダーも同じ素材で覆
われています。先代モデルと同様に、フルレザーのインテリアもオプションで用意されています。オプシ
ョンでコントラストカラーを選ぶことができる追加のデコレーテブステッチも新しく装備されています。ス
テアリングホイールにもコントラストカラーのステッチがあります。また、レザーインテリアにはブラック、ス
レートグレー、グラファイトブルー、ボルドーレッドの各色が用意されています。
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コンバーチブルトップとエアロダイナミクス

マグネシウム製エレメントを持つ革新的な軽量ルーフ

911カレラ カブリオレで注目される機能は、独自のパネルボウコンバーチブルトップです。この革新的
な技術のおかげで、これまでは達成できなかった、ファブリックルーフを閉じたときのクーペのようなルー
フの湾曲を実現しました。また、これは空気力学的な利点も発揮します。新しい軽量の油圧式ルーフド
ライブは、コンバーチブルトップの開閉動作を約12秒で完了します。先代モデルと同様に、時速50km
までの走行速度で作動します。ルーフはセンターコンソールのスイッチで操作するか、またはリモコンを
使って車外から操作します（米国を除く）。ポルシェは昔から911のコンバーチブルトップに高い要求を
課してきました。他のすべての911モデルが以前からそうであったように、この折りたたみ式のルーフも
新しく改良が加えられました。クーペと実質的に同一のシルエットであるこのファブリックルーフは、フロ
ントガラスフレームからコンバーチブルトップのコンパートメントリッドまで優雅に弧を描いています。ファ
ブリックの下のルーフボウは隠されていて、流線的なデザインを妨げる部分もありません。熱線入りリ
アウィンドウも段差なしに収められ、最低限のジョイントでルーフ構造に一体化されています。

ポルシェの開発：軽量アルミニウム製パネルボウコンバーチブルトップ

革新的なパネルボウコンバーチブルトップデザインにより、これまでなしえなかったファブリックルーフの
形状を実現しました。サイドセクションを除き、ソフトトップ全体が、互いにシームレスにつながる4つのセ
グメントで構成された硬いルーフ表面に広がっています。これら4つのセグメントは、フロントルーフフレ
ーム、2つのパネルボウ、リアウィンドウです。他のセグメントと同様に、窓枠はマグネシウム製です。フレ
ームガイドロッドの大部分もこの非常に軽い材料で作られています。サイドガイド、アクチュエーター、リ
アボウのみアルミニウム製になっています。すべてのフレーム部品はキネマティックに接続されている
ため、コンバーチブルトップを動かすのに必要な動力は、両側に1つずつある油圧シリンダーのみです。
ロック機構については、ポルシェは定評のある、サイドセンタリングピンで支持された電動式セントラル
クロージャ機構を採用しました。

パネルボウとルーフのファブリックの間には固定された接続部がないため、ルーフを開く際は定評のあ
るZ字形の折り畳み機構によって4つのマグネシウム製のセグメントが互いにぴったりと重なり合うよ
うに折り畳まれます。このユニークなデザインにより、ルーフファブリック、フレーム、パネルボウおよび
リアウィンドウで構成される高さ23センチメートル、長さ約55センチメートルのルーフ開閉機構が、最
小限のスペースで済みます。オープン時にはルーフのフロント部が露出している一方で、鎌のような形
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をしたコンバーチブルトップコンパートメントリッドが以前のモデル同様に後部を覆います。この大きな
リッドは、より大型化したスポイラーまで伸びています。トップを閉じているときは、室温やノイズのレベ
ルに関して乗員はクーペとほぼ変わらないほどの快適さを満喫することができます。エクステリアファ
ブリックの表面全体は断熱マットで裏打ちされています。インテリアでは、ルーフ部分は硬いルーフパ
ネルで覆われており、コックピットを包み込むような室内の感触を与えています。サイドもファブリックで
覆われているため、ルーフを閉じても機械的なコンポーネントは見えません。ヘッドルームもクーペとほ
ぼ同等のレベルです。

電動操作の完全内蔵型ウィンドディフレクター

内蔵型の電動式ウィンドディフレクターは、高速走行時に911カレラ カブリオレの快適性を高めます。
ウィンドディフレクターはU字形のサポートフープで固定され、折り畳まれたときにはリアに完全に格納
されます。そのため、リアシートのスペースを制限しません。フープは、ボタンを押すだけで2秒以内に上
昇し、2つ目の可動フレームによってフロントシートのバックレストの間に適切な角度でメッシュのディフ
レクターを広げます。ウィンドディフレクターは120km/hの速度まで開閉が可能です。ルーフトップが開
いているときは、ウィンドディフレクターは風の巻き込みを防ぎ、風切り音を最小限に抑えます。また、マ
ッピング制御によってウィンドディフレクターはあらゆる状況において電動調節式フロントシートの位置
を計算します。例えば、バックレストのうちの1つがウィンドディフレクターの稼動範囲内にある場合、デ
ィフレクターの展開は停止します。コンバーチブルトップが閉じられると、展開したウィンドディフレクター
は自動的に格納されます。

動作範囲が45％広がったアダプティブリアスポイラー

クーペの可変空力概念は、新型911カレラ カブリオレにも応用されました。例えば、スポイラーブレード
の形状がカブリオレのリアエンドの輪郭に適合するように調整されました。コンバーチブルトップが閉じ
ているとき、新しいルーフは実質的に同一の気流パターンを生成するため、スポイラーの位置はクーペ
のものと対応します。一方でルーフを開くと状況が変わり、スポイラーはカブリオレ専用に調整された、
より急な角度になります。車両の設定に応じて、スポイラーもさまざまな高さや角度に展開されます。さ
らに、スポイラーのブレード上を通る空気の流れを最適にするための特殊な多関節キネマティック機
構によって、クロージングエレメントがスポイラーの前端部で作動します。スポイラーは時速90kmで自
動的に展開し、時速60kmで格納されます。また、スイッチを押すと決められた速度以下でも展開するこ
とが可能です。フロントのクーリングエアフラップが空力コンセプトを締めくくります。ルーフを開くとフラ
ップも自動的に開き、時速120kmを超えると完全に開きます。オプションのスポーツ クロノパッケージ
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では、“Sport“および“Sport Plus“のドライビングモードでリアスポイラーを直接起動することができます。
ステアリングホイールのモードスイッチでこれらのモードを選択した場合、リアスポイラーは時速90kmか
ら急角度のパフォーマンスポジションで展開します。ウェットモードの場合でも、リアスポイラーは時速
90kmでパフォーマンスポジションに調整されます。最高速度に達する際は常にパフォーマンスポジショ
ンに展開されています。

Cd = 0.30：模範的な空力性能を発揮するカブリオレ

911カレラ カブリオレの空力コンセプトの基本的な要素は、ボディ表面の流線的なシルエット、コンバ
ーチブルトップ、大型化された可変リアスポイラー、そしてフロントにアダプティブエアフラップを備えた
冷却システムです。これによって車両の下に大型のエアインテークを必要としなくなり、実質的に滑ら
かなアンダーボディが可能になりました。最適化されたエアインテークとエアアウトレットの断面積も冷
却風の経路を改善するため、エンジンとブレーキのパワーが向上しているにもかかわらず、911カレラ 
カブリオレの空気抵抗係数の値はルーフを閉じているときで0.30を維持します。

ロールオーバー プロテクションシステムが剛性も向上

オープントップの911カレラSは、オートマチックロールオーバー プロテクションシステムを備えています。
これは主に、高強度のアルミニウム押出材の溶接されたパーツで作られたコンパクトな自立式ポータ
ルフレームで構成されます。その高い強度のために、支持フレームはボディ補強にも利用されていま
す。Bピラーとコンバーチブルトップコンパートメントへ斜めに通るストラットによってカブリオレのねじり
剛性の向上に貢献します。

横転の危険が差し迫っている場合は、後部座席の後ろにある新開発の2つのカセットモジュールがバ
ネ圧によって伸張します。マイクロガスジェネレーターによる火薬の発火が引き金となります。コンバー
チブルトップが閉じている場合、各カセットにある超硬金属製のピンがリアウィンドウの安全ガラスを突
き抜けます。このシステムは、ロールオーバーセンサーを内蔵した高精度のエアバッグコントロールユニ
ットによって検知、作動および継続的なモニタリングが行われるため、偶発的に作動することは事実
上不可能です。これは車体の傾斜、前後および横方向の加速度、さらにはロードコンタクトなどのあら
ゆる変化がモニタリングされます。
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エンジンとドライブトレイン

高められたパワーと効率性 

新型911では、水平対向6気筒ターボチャージドエンジンのさらなる開発に焦点が当てられました。ガソ
リンパティキュレートフィルター（GPF）による最新の排出基準への準拠に加え、一番の目標はさらなる
性能の向上を達成することでした。シンメトリーレイアウトと電気制御式ウエストゲートバルブを備えた
新型の大型ターボチャージャー、完全に再設計されたインタークーラーシステム、圧縮の向上とピエゾ
インジェクターの初採用により、応答性、出力、トルク特性、効率性、回転性のあらゆる分野でエンジン
の向上を実現しています。6,500rpmで22kW（30PS）高い331kW（450PS）の最高出力に加えて、エン
ジンは2300 rpmと5,000 rpmの間で30Nm高い530Nmの最大トルクを発揮します。

2基のシンメトリカルレイアウトによる大型ターボチャージャーが、これまでの同一パーツに取って代わり
ます。コンプレッサとタービンのホイールは反対方向に回転します。新開発の軽量鋳造マニホールド
や適合したタービンハウジングのおかげで、タービンインレットおよびアウトレットにおけるエアフローの
向上が可能になりました。また、これが効率性や応答性、トルクおよび出力の向上に貢献しています。

ウエストゲートバルブはバキューム式ではなくなり、ステッピングモーターを使用した電気制御になりまし
た。これには、ブースト圧の制御を全体的により高速かつ精確に行えるという利点があります。GPFを
装備した911カレラSの最大ブースト圧は約1.2barです。

効率性の向上：エンジンの中央にインタークーラーを移動

以前のモデルと比較して、2基のインタークーラーはエアクリーナーと位置が入れ替わりました。インタ
ークーラーは、リアフェンダーの側面に配置されるのではなく、リアリッドグリル下の中央の位置でエン
ジンの真上に配置されています。この新しい配置は、冷却風の流出入やエア経路の流速を向上させ
ます。大型のインタークーラーとの組み合わせにより、冷却効率が大幅に向上します。

標準エンジン全体にさらなる開発の焦点が当てられ、細かいディテールまで最適化が施されました。初
めてピエゾ制御式のインジェクターが燃焼室に直接燃料噴射を行います。ピエゾインジェクターは、以
前のソレノイド式コンポーネントよりもすばやく開閉します。その結果、注入量は1サイクルあたり最大
5回の注入に分割でき、圧力レベルは200barを維持します。
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燃焼室のスワールを改善するための非対称バルブリフト

可変バルブ制御システムのバリオカムは、初めて小さなバルブリフトで非対称のインテークカムシャフト
によるガス交換制御を行います。シリンダーの2つの隣接するバルブは、部分負荷の位置で異なるリフ
トで開きます。以前は両方のインテークバルブの小さなバルブリフトが一様に3.6ミリメートルでしたが、
新型エンジンでは2.0ミリメートルと4.5ミリメートルとなりました。部分負荷のレンジでのデスロットリング
やその他のさまざまな細かい最適化が燃料管理と燃焼の向上につながり、燃料消費量とガス排出
量が削減されました。

車内外で愉しむエモーショナルなサウンド

911カブリオレの紛れもないスポーツカーサウンドもドライビングプレジャーに貢献しています。そのた
め、エンジニアはさらなる開発を行う際にインテーク側とエグゾースト側のサウンドのバランスに細心の
注意を払いました。より厳しいノイズ要件とガソリンパティキュレートフィルターの設置にもかかわらず、
エグゾーストシステムはポルシェ911の特徴的かつ典型的なサウンド体験を提供するために最適化さ
れました。ツインブランチエグゾーストシステムには、マッピング制御のフル可変エグゾーストフラップを
備えています。この制御システムは、最適なパワーの上昇とエモーショナルなサウンドを可能にします。
フラップはステッピングモーターによる電動式です。これにより、さらにエモーショナルなサウンド体験を
生む中間位置を設定することも可能になりました。スポーツエグゾーストシステムも用意されています。
標準装備のシステムには2組のツインテールパイプがありますが、スポーツエグゾーストシステムには
2本の楕円形のテールパイプがあります。

新開発の8速デュアルクラッチトランスミッション

911カレラSと911カレラ4Sのカブリオレバージョンも最初に8速ポルシェドッペルクルップル（PDK）を装
備する予定です。先代モデルの7速トランスミッションと比較すると、新型PDKには多くの改良が施され
ています。ドライバーは高い快適性、性能および効率性の組み合せを直接感じることができます。すべ
てのギア比が新しくなっています。1速はよりショートに、8速は以前よりロングになります。こうしてフィ
ナルレシオがよりロングになり、高いギアのエンジン回転数をさらに下げることが可能になりました。そ
の結果、調和のとれたシフトチェンジを実現し、さらなる燃料消費量低減のポテンシャルが高くなりまし
た。最高速度には6速で到達します。
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新しいモードスイッチが付いたスポーツ クロノパッケージ

スポーツ クロノパッケージは、ドライビングパフォーマンスとドライビングプレジャーを高めるための最良
の選択肢です。このパッケージには、スポーツレスポンススイッチとPSMスポーツモードを備えた新しい
モードスイッチ、ダイナミックエンジンマウント、ストップウォッチ、そしてポルシェ トラックプレシジョンアプ
リが含まれます。ドライビングモードはステアリングホイールの新しいモードスイッチによって選択され、
アクティブモードはそれぞれメータパネルに表示されます。

ダイナミックエンジンマウントは、エンジンの重心位置がより中心に移動したこととあいまって、ハードと
ソフトのエンジンマウントの長所を兼ね備えています。電子制御によってドライビングの快適性と安定
性の双方を高めます。PSMスポーツモードは個別に切り替え可能で、スタビリティシステムを特にスポ
ーティなモードに調整します。このモードでは、スポーティなドライバーは安全な環境のもとで自分の車
のパフォーマンスの限界にさらに近づくことができます。モータースポーツにインスパイアされたスポー
ツレスポンススイッチは、エンジンとトランスミッションのレスポンスを20秒間最高のパフォーマンスに設
定するオプションを提供します。ポルシェ トラックプレシジョンアプリは、ラップタイムの測定とサーキット
での走行データの記録を行います。このデータはスマートフォンを介して記録および管理することがで
き、他のドライバーと共有したり比較したりすることができます。

オプションのスポーツ クロノパッケージと組み合わせると、すべての911モデルに標準装備されている
新しいウェットモードをモードスイッチで選択することができます。この場合、標準のスポーツ機能もモー
ドスイッチによってのみ有効にすることができます。

前輪の駆動を強化した911カレラ4S

4輪駆動モデルのフロントアクスルファイナルドライブは、クラッチとデフで構成され、水冷式になって
います。また、堅牢性と耐荷重性を高めるために強化されたクラッチディスクを採用しています。強化
されたフロントアクスルファイナルドライブは、PTM（ポルシェ トラクション マネージメントシステム）と
の組み合わせにより、雪上や濡れた路面、また乾いた路面でもより優れたトラクションを支援します。
ドライビングダイナミクスにおいては、サーキットで走行するための精度、性能、および耐荷重性が
最適化されています。
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シャシーとブレーキ

快適性からスポーツ性まで幅広いドライブレンジ

新型911のシャシーにより、ポルシェは利用可能なドライビングダイナミクスのポテンシャルをさらに活
用すると同時に、乗員はタイヤの快適性の向上による恩恵を受けます。これは、フロントに20インチホ
イール、リアに21インチ ホイールを装着した新しいミックスタイヤの構成をベースにしています。同時
に、リアタイヤはフロントタイヤよりも大幅にワイドになっています。これにより、両モデルでフロントのト
レッドが46mm広くなり、911カレラSではリアのトレッドが39mm広くなっています。この組み合わせに
より、リアアクスルの横方向の安定性が高まり、後輪駆動の911のトラクションを向上させます。また、
ミックスタイヤは車両のバランスに大きく影響します。ハンドリングはよりニュートラルでコントロールが
しやすくなります。洗練されたシャシーデザインは、次世代のポルシェ アクティブサスペンション マネー
ジメントシステム（PASM）によって補完され、スポーティさから快適さまで、大幅に強化されたドライブレ
ンジを提供しています。911カブリオレでは、制御式ショックアブソーバーを装備した標準のPASMシャ
シーから、ボディを10 mm低めたオプション装備のPASMスポーツシャシーと交換することが初めてでき
るようになりました。

よりスポーティで快適：幅広い状況に対応する改良型PASM 

ポルシェは新型911のためにPASMをさらに改良しました。この最新世代のダンパーはエンジニアリング
の完全な見直しが行われました。リバウンドとコンプレッションのためのメインステージバルブとプレッシ
ャーチャンバーは、磁力を使用して連続して調整可能な高精度のコントロールバルブによって数ミリ秒
以内に制御されます。これにより、減衰力をいつでも精確に調整することができます。さらにポルシェの
シャシースペシャリストは、新しいダンパーテクノロジーのための独立したソフトウェアコントロールシステ
ムを開発しました。これはダンパー機能を新型911に完全にマッチさせています。

車高を10ミリ低めたPASMスポーツシャシーも装備可能です。セットアップ全体は、ドライビングダイナミ
クス強化のために設計されており、コーナリングでのより高い敏捷性と高速ストレートでのより高い安
定性の双方を実現します。
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ウェットモード：世界初のウェット検知システムを標準装備

新型911は、いつでもマニュアルで選択することができるウェットドライビングモードを含む、路面が大幅
に濡れているかどうかを検出するための革新的なシステムを世界で初めて装備しました。これは特に
路面が濡れた状況でドライバーを支援するために開発されました。このシステムは、フロントホイールハ
ウジングにある音響センサーを使用して飛び散った水しぶきを認識し、路面が濡れているかどうかを検
出できます。これは、路面の状況とは関係なくウィンドスクリーン上の水滴に対して光学的にのみ反応
するウィンドスクリーンワイパーのレインセンサーとは根本的に異なります。路面が濡れていると認識さ
れた場合、PSMおよびPTMシステムのレスポンスの挙動は事前に調整されます。路面が非常に濡れ
た状態では、システムは2番目のステップとしてドライバーに通知し、マニュアルでウェットモードに切り
替えることを促します。

対応する機能は、センターコンソールの上にある新しいボタンバーで作動するか、またはオプションのス
ポーツ クロノパッケージのモードスイッチに統合することもできます。ドライバーがウェットモードを起動
すると、ポルシェ スタビリティ マネージメントシステム（PSM）、ポルシェ トラクション マネージメントシス
テム（PTM）、空力特性、オプションのポルシェ トルクベクタリング（PTV）プラス、そしてドライブのレスポ
ンスが、最高の走行安定性を維持するためにそれぞれ調整されます。時速90kmからリアスポイラーが
最大限のダウンフォースを発生するように調整され、冷却風のフラップが開き、アクセルペダルの特性
はよりフラットになるとともにPSMがオフになるか、またはスポーツモードが作動を解除します。

最適化されたブレーキレスポンスを備えた新しいブレーキシステム

さらに改良されたタイヤの新たなホイールサイズは、まったく新しいシャシーのセットアップをもたらしまし
た。これにより、濡れた路面でのグリップや乾燥した路面でのハンドリング、さらには転がり抵抗が改善
されました。スプリングとアンチロールバーのレートはより高く、ブレーキシステムはより精確に作動しま
す。新しいリアホイールはより高い制動力を伝達できるため、リアブレーキディスクの直径は330ミリメー
トルから350ミリメートルに増加しました。ブレーキレスポンスの即時性が高まり、ドライバーは確実な路
面とのコネクションのために正確なプレッシャーポイントを感じ取ることができます。

サーキットで実績のあるポルシェ セラミック コンポジット ブレーキ（PCCB）は、911すべてのモ
デルでオプション装備が可能です。セラミックブレーキは軽量化に貢献し、フェーディングがほ
とんど起こりません。
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俊敏性を高めるためのよりダイレクトなステアリングレシオ

新型911の敏捷性とダイナミックなターンイン挙動をさらに向上させるために、ステアリングレシオは標
準装備のモデルで約11％よりダイレクトになり、オプションのリアアクスルステアリング装備車両では
約6％ダイレクトになりました。その結果、911はさらに敏捷性が増し、ワインディングロードでさらに大きな
ドライビングプレジャーを提供します。

また、快適性を重視したパワーステアリングプラスをオプションで装備することができます。低速走行
時には、このステアリングは適応されたステアリングアシストが作動し、特に操縦や駐車を楽にします。

リアアクスルステアリングと軽量バッテリー

リアアクスルステアリングは新型911用にさらに調整されました。走行速度に応じて、リアホイールを
フロントアクスルのステアリング角と同じ方向または反対方向のどちらかに2度まで動かします。これは
911をコーナリング時にさらに機敏にし、回転半径が小さくなることで都市でのドライブをより容易にし
ます。例えば車線変更時には、速度が速いほど走行安定性が向上します。リアアクスルステアリング
は、新しいリン酸鉄リチウムバッテリーの使用にも関連しています。

リン酸鉄リチウム電池の寿命は従来の鉛蓄電池の2.5倍ですが、重量は12.7キログラムで重さが半
分以下です。オプションのポルシェ ダイナミック シャシー コントロールシステム（PDCC）もリアアクスル
ステアリングとともに利用することができます。このシステムはアクティブアンチロールバーを備え、コー
ナリング時のボディのロールを低減します。

フロントアクスル用リフトシステム

オプションの電子油圧式リフトシステムにより、フロントアクスルを約40mm上げることができます。フロ
ントアクスルでのアプローチ角とグラウンドクリアランスにより、このシステムは、例えばガレージや立体
駐車場への乗り入れを容易にします。
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ボディ

より高いアルミニウムの割合を持つ、より剛性の高い
ボディ

新型911でポルシェはさらに車両全体のミックスボディ構造を改良し、全く新しいボディ構造を設計しま
した。例えば、先代モデルの63％の鉄の割合は、30％と半減以下に下がりました。フロントとリアのエ
プロンを除き、アウタースキンは完全にアルミニウムでできています。アルミシート製の新しいドアのデ
ザインは、安定性や品質に悪影響を与えることなくボディシェルの重量を軽減します。

高強度鋼に加えて、フロントとリアの縦材、インナーおよびアウタードアシル、およびフロアの補強材な
どのために、ボディシェルにおいてアルミ押出材を多用しています。アルミニウム材の割合は3パーセン
トから25パーセントにまで増加しました。また、ポルシェは新型911により多くのアルミダイカスト製のパ
ーツを使用しています。これらのコンポーネントには、例えばフロントスプリングストラットマウント、リアトン
ネルハウジング、リアキャリア、ショックアブソーバーマウントなどがあります。

新しいエンジンマウントが振動を低減

再設計された支持構造もまた、ドライビングダイナミクスにとって顕著な恩恵があるエンジンマウントの
変更を可能にしました。以前は、エンジンは比較的後方にある2つのマウントを介してクロスバーに接
続していました。また、このクロスバーは縦材にボルトで固定されていました。新型911では、クロスバー
は完全に省略され、エンジンマウントは約20cm前方の縦材に直接組み込まれています。トランスミッシ
ョンマウントへのフロント部の接続は変更されていません。エンジンマウントの新しい位置と調整の結
果、車体に伝わるエンジンの振動が大幅に減少しました。これは、例えばバンプを乗り越えるときなど、
低速や高速で悪路を走行するときに快適性を向上させます。
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電動および電子制御機能

視認性を高めるインテリジェントLEDヘッドライト

ポルシェは、新型911用の数多くの安全および補助システムを新たに開発しました。特にPDLS Plusを
搭載した新しいオプションのLEDマトリックスヘッドライトが注目を集めています。これらはポルシェのラ
イティング技術の頂点です。マトリックスヘッドライトのエネルギーの中心は、レンズを前面に配置した
84個の個別のLEDと補助ハイビームのハイパワーLEDで構成されています。生成された光のビームは、
その照射範囲や強度がレーザー光線に匹敵します。他の道路利用者を眩惑したり邪魔をしたりする
ことなく、ドライバーが常に路面への最大限の照射による恩恵を得るように光が分配されています。複
雑なヘッドライトモジュールは、カメラデータ、ナビゲーションデータや車両の状態に基づいて、柔軟か
つ互いに独立して制御できる複数のコンポーネントで構成されています。

配光をインテリジェントに制御することで、運転の快適性と安全性を大幅に向上させる追加機能を統
合することも可能になりました。システムは、反射率の高い交通標識を検出して選択的に薄暗くする
ことができます。ブースト機能は、セグメントごとに対向車線のドライバーの眩惑を抑えると同時に、自
車の走行車線の照度を高めます。これは運転手の視線を狙った方向に向けさせ、それによって快適
性と安全性を高めるのです。コーナリングライトはスムーズにオンとオフに切り替えられるため、目への
負担が軽減されます。

911は工場出荷時にLEDヘッドライトを標準装備しています。これらはすでに補助ハイビームとダイナミ
ックレンジコントロールを含みます。また、これらはPDLS Plusを装備したオプションのヘッドライトのベー
スとなります。オプションのヘッドライトでは、ダイナミックコーナリングライト、ハイビームアシスト、高速道
路およびフォグランプ機能を含みます。LEDマトリックスヘッドライトは新しく開発された装備です。

追加のオプションが付いた支援システム

新型911はいくつもの支援システムを標準装備しています。これらは日常の交通で運転をより安全か
つ快適にします。カメラアシストによる警告およびブレーキアシストシステムは、車両、歩行者、サイクリ
ストなどとの衝突の危険性を大幅に減らします。初期段階として、このシステムはドライバーに対して
視覚的および音響的に警告を発します。より高いレベルの危険性を検知すると、第2段階としてブレ
ーキングの衝撃を与えます。ドライバーによるブレーキ操作は、必要に応じてフルブレーキングまで強め
られます。ドライバーが反応しない場合、自動緊急ブレーキが作動して衝突の影響を軽減します。
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オプションで装備可能なアダプティブ クルーズ コントロールシステムは、機能の範囲を大幅に拡大し
ています。このパッケージは、ストップアンドゴー機能とリバーシブルオキュパントプロテクション機能を
備えたオートマチックディスタンスコントロールで構成されています。中央のエアインテークの真ん中に
配置されたレーダーセンサーとカメラを使用するこのシステムは、前方を走行する車両との距離を監視
し、自動的に速度を調整します。また、隣の車線から車線変更してくる車両も検出されます。前方の車
両を追尾している際に、必要に応じて停車するまでブレーキ操作を行います。また、燃料消費量を減ら
すために、可能であればコースティング機能も使用します。このシステムは特に渋滞時のノロノロ運転
時における快適性と安全性を高めます。

また、ストップアンドゴー機能のおかげで、911はブレーキをかけて停車した後、自動で再び発進するこ
とができます。車両が15秒以上停止した場合は、アクセルをわずかに踏むか、コントロールレバーの操
作により車両を再び発進させることができます。緊急ブレーキがかかる状況では、サイドウィンドウとスラ
イド/チルト式サンルーフ（クーペの場合）が自動的に閉じます。また、運転席と助手席のリバーシブル
ベルトテンショナーも作動します。

交通標識認識機能を備えたレーンキープアシスト

複数の車線がある道路での車線変更は、一般に高い危険性が潜んでいます。オプションのレーンキ
ープアシストはカメラをベースとしていて、ドライバーが方向指示をせずに車線を変更するとステアリン
グアシストを作動させます。このシステムはより高い快適性を維持し、特に長距離走行での安全性を
大幅に向上させます。ステアリングアシストに加えて、PCMで追加の警告音を鳴らすこともできます。こ
のシステムは65〜250km/hの速度範囲で作動します。

レーンキープアシストは、交通標識認識機能と組み合わされています。これは、同じカメラを使用し、例
えば常時設置されている、または一時的な速度標識、「追い越し禁止」の標識、地名の標識に関連す
る間接的な制限などを検知します。交通標識認識機能の動作はそのときの状況によって他の車両シ
ステムを利用します。例えば、レインセンサーからの情報に基づいて路面が濡れた状態を考慮し、天候
に応じた制限速度を表示します。また、初めて走行する道や曲がりくねった田舎道を運転した際の安
全性を高めるために、このシステムは急カーブにさしかかる前にメータパネルディスプレイに方向に関
する情報を表示します。
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視覚的な警告を伴うレーンチェンジアシスト

レーンキープアシストに加えて、さらに改良が加えられたレーンチェンジアシスト機能も利用できます。こ
のシステムはレーダーセンサーを使用して、隣の車線を走行する後続車両との距離や速度を検出しま
す。後続車両の速度と距離が車線変更には非常に危険であるとシステムが判断した場合、左または
右のエクステリアミラーに視覚的な警告が表示されます。このシステムは、最大70メートルの距離まで
車両を検知することができ、約15〜250km/hの速度範囲で作動します。

新機能：赤外線カメラによるナイトアシスト

インテリジェントな赤外線カメラを使用して、ナイトアシストは暗闇の中でも人や動物を検出してドライ
バーに見えるように表示します。システムの検知範囲は最大300メートルです。この電子制御システム
は、それぞれの熱源を分類し、例えば動物とエンジンがまだ暖まっている駐車中のオートバイとを区別
することができます。ナイトアシストは、例えば舗装道路上のリードでつながれた犬などによる誤った警
告を防ぐため、市街地では作動が解除されます。オプションのLEDマトリックスヘッドライトとの組み合わ
せにより、検知された人や動物は短く点滅したマークで表示されます。

パークアシストからサラウンドビューへ

支援システムにより、新型911の操縦と駐車がはるかに楽になりました。フロントとリアのパークアシス
トが標準装備となり、視覚的および音響的な警告でドライバーをサポートします。この機能は、車両の
フロントとリアに配置された超音波センサーを利用します。911カブリオレには、リバースカメラも標準
装備されています。これは、ダイナミックガイドラインや障害物になりうる物からの距離などをPCM上にカ
ラーで表示することによってドライバーをガイドします。オプションのサラウンドビューを備えたパークアシ
ストは、さらに4台のカメラから360°のトップビューを算出します。PCMディスプレイは、以前のバージョン
のほぼ2倍の高解像度となっています。

シンプルな操作の新しいPCM

オンラインナビゲーション付きの新しいポルシェ コミュニケーション マネージメントシステム（PCM）によ
り、拡張されたインフォテインメント機能の管理がとても楽になります。以前はインストルメントクラスター
やセンターコンソールで操作していた多数の車両機能は、新型911に装備されているPCMの10.9イン
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チタッチスクリーンディスプレイを使ってグラフィカルかつ魅力的な方法で設定できるようになりました。
ヨーロッパ各国の地図データはプリインストールされ、多くの場合パースペクティブマップビューと3Dナ
ビゲーションマップが利用可能です。

このシステムは直感的に使用でき、個人の好みに合わせて調整することができます。事前に設定
されたタイルを使用することで、ドライバーはお気に入りのラジオ局、衛星航法システムによる目的
地、電話番号、スポーツエグゾーストアクティベーション機能など、お好みの機能を含む独自のホー
ム画面をすばやく簡単に作成できます。インフォメーションウィジェットを画面の右側に追加して、ユ
ーザーがPCMの他の機能にアクセスできるようにすることができます。例えば、画面中央のインタ
ラクティブエリアを使用して衛星ナビゲーションを表示し、同時に右側は電話機能のために使用
することができます。

指を使った数回のタップとスワイプでメニューをナビゲートすることが可能です。スマートフォンやタブレ
ットの場合と同様に、スクロールは指先で単純にスワイプすることによって行われます。新しいPCMは、
ピンチインとピンチアウトの操作、または2本の指によるディスプレイの回転も可能です。また、追加機
能としてディスプレイは手書き文字を認識することができます。ナビゲーションの目的地を単に画面上
に書き込むこともできます。PCM機能の多くは、標準装備のオンライン対応のボイスコントロール機能
を利用することができるため、とても便利です。

3つのサウンドシステムが選択可能

標準のサウンドパッケージプラスに加えて、新型911にもBOSE®とBurmester®のサウンドシステムが用
意されています。12基のスピーカーと570ワットの合計出力で、オプションのBOSE®サウンドシステムは
非常にバランスのとれた、本格的なサウンド体験を提供します。最上位のシステムはやはりBurmester®

ハイエンドサラウンドサウンドシステムで、12基のスピーカーと855ワットの合計出力を備えています。

コネクトプラスのアプリとサービス

新型911は100％の接続性を備えています。標準装備のポルシェ コネクトアプリにはさまざまなオプ
ションがあります。ポルシェ コミュニケーション マネージメントシステム（PCM）を使用して、ドライバー
はAmazon Music、サービスプロバイダーのNestによるスマートホーム機能、従来のラジオ受信とウェ
ブラジオのインテリジェントな組み合わせを提供するラジオプラスなどにアクセスできるようになりまし
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た。LTE対応SIMカードの内蔵により、新型911は常にオンライン状態となります。この機能も標準装備
に含まれています。その他の標準装備としては、主要なコネクト機能のために単純化されたユーザーガ
イダンスを持つポルシェ コネクトアプリがあります。

ラジオプラスはさらに画期的な機能を備えています。統合されたインターネットラジオ機能を備えたこ
のサービスは、選択されたラジオ局がオンラインラジオチャンネルを提供していれば、お気に入りの
ラジオ局が事実上無限に広がります。このスポーツカーがFMまたはデジタルラジオによる地上波
受信の範囲外に出ると、システムは自動的にオンラインストリーミングに切り替わります。911は改
良された「シームレス」な切り替え機能を初めて装備し、放送元が切り替わったことに気づくことは
まったくありません。

スワームデータによるオンラインナビゲーション

リアルタイム交通情報を備えたオンラインナビゲーション機能は、さらにシンプルでより高速、そしてよ
り総合的なサービスを提供しています。ナビゲーションの目的地を簡単に検索するためにセントラル「
ファインダー」をベースにしています。これは、PCMのヘッダーバーにある虫眼鏡のアイコンで表示され
ます。これにより、ユーザーは簡単な単語で目的地を検索できます。ファインダーはまた、燃料価格、利
用可能な駐車場の料金や営業時間、あるいはホテルやレストランのカスタマーレビューなど、幅広い
追加情報を提供します。

同様に、ナビゲーションの目的地の音声入力も新しいボイスパイロットにより簡単になりました。ポルシ
ェのボイスコントロール機能にはさらに改良が加えられました。オンライン音声認識により、音声入力は
以前にも増してはるかに直感的になりました。例えば、詳細な住所の情報なしにナビゲーションの目的
地を簡単に入力することが可能になりました。

ルート計算も最適化されています。これは、オンボード入力とオンライン入力の同時処理によって可能
になりました。そのため、ナビゲーションのためのルート計算は、オンライン上とPCM内部の両方で同時
に行われます。PCMは、どのナビゲーション機能が最適なルートを計算したかを独自に決定しますが、
常に最初に計算された結果からスタートします。
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また、ナビゲーションシステムは新しいRisk Radarサービスを使用して、いわゆるスワームデータを処
理します。スワームデータとは、交通や道路の状況に関してシステム装備車両から匿名で記録およ
び送信されたデータです。車両センサーから得られるこれらの情報に基づいて、例えば霧、滑りやす
い路面、事故に関する警告などを提供します。このように、新型911は危険を最小限に抑え、事故
の防止に貢献します。

ナビゲーションの目的地はPCMだけでなく、ドライブの前にスマートフォンのポルシェ コネクトアプリ
を使用するか、または「My Porsche」オンラインプラットフォームを使って車外からでも便利に作成
することができます。

万能：アップルおよびアンドロイドスマートフォン用のポルシェ コネクトア
プリ

ポルシェ コネクトアプリは、スマートフォンによるさまざまな車両やコネクト機能へのよりシンプルで総合
的なアクセスをドライバーに提供します。アプリは、「ナビゲーション」、車両専用の機能のための「My 
Vehicle」、ユーザー専用のサービスおよび設定の「Me」の3つの主要エリアに分かれています。
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ヒストリー

356 “No. 1”ロードスターから911カブリオレまで

1948年に登場したポルシェ初のスポーツカー、356 “No. 1“ロードスターは、すでに非常用のコンバ
ーチブルトップを備えていました。1963年にフランクフルトで開催された国際モーターショー（IAA）で
の初代911の発表まで、ポルシェ356のオープントップモデルはモデルレンジの中で人気を博してい
ました。しかし、オリジナルの911を開発するとき、チームは最初にクーペに集中しました。チーフデザ
イナーのフェルディナンド・アレクサンダー・ポルシェによるオープントップモデルの初期のドラフトデザ
インには、その後改良が加えられて911タルガで使用されたような取り外し可能なルーフセクションが
すでに描かれていました。この911の派生モデルは「セーフティカブリオレ」とも呼ばれ、1965年にフ
ランクフルトのIAAで発売されました。このモデルは幅20センチのロールオーバーバーや取り外し可能
なルーフセクション、リアファブリックトップを備えていました。これはソフトウィンドウとして知られていま
す。そのすぐあとには、熱に強いガラスを採用したパノラマリアウィンドウが続きました。オープントップ
の派生モデルである「タルガ」の名前は、ポルシェがすでに5回優勝している、シチリアで行われるタル
ガ・フローリオ耐久レースに由来しています。顧客への納車は1967年1月以降に行われました。さらに
14年が経過し、911カブリオレのスタディモデルが初めて発表されました。ポルシェは1981年にようや
くカブリオレのプロトタイプをIAAで発表しました。これはさらに4輪駆動とワイドなターボボディを備えて
いました。1982年3月、市販モデルがついに911 SCカブリオレとしてジュネーブモーターショーでデビ
ューを果たしました。

パネルボウ技術を採用した初のカブリオレ

911のこの最初のカブリオレバージョンは、245km/hという最高速度でトップを閉じていてもその形状
が変形することのない、特別なルーフ構造で人 を々驚嘆させました。新しいスリーボウ技術は、ファブ
リックの表皮の下の構造として個々の狭いスチール製ボウではなく、ルーフ部分の50パーセントをカ
バーするパネルタイプのエレメントをベースとしていました。それにもかかわらず、2つの後部座席の後
ろでコンバーチブルトップを折りたたむことはまだ可能でした。スチール製パネルエレメントの二次的効
果は、ルーフが閉じられたときに堅固なロールオーバープロテクションの機能を提供したことにありま
す。911のフロアアセンブリの大幅な補強により、このスポーツカーの全体的な剛性がさらに向上しま
した。1982年8月以降に発表された1983年モデルから、当初は手動で操作するコンバーチブルトップ
を備えた、最高出力204PSを発生する911 SCカブリオレがディーラーで販売されました。基本価格は
64,500ドイツマルクで、911 SCタルガよりも約5,000マルク高くなっていました。
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電動式コンバーチブルトップ機構へのさらなる改良は大きな挑戦で、1987年モデルから装備されるよ
うになりました。ルーフクロージャー機構は電動式に改良され、2基の電気モーターはリアシートのバッ
クレスト後部のくぼみに設置され、ルーフフレーム上のディフレクションギアへの2本のフレキシブルシャ
フトを介して動力が伝達されました。ドライバーはコックピットのスイッチで電気駆動装置を操作し、ダッ
シュボードの表示ランプが開閉の終了を知らせました。2つの電気モーターは、13個のボウとルーフフ
レーム、さらにはルーフとフレームに22の関節点を持つコントロールレバーを動かす必要がありました。
これはすべてマイクロプロセッサによる制御でした。そのため、電動システムの追加費用は4,000マル
クかかりました。これは911ターボ カブリオレのみに標準装備されていました。

※仕様は国によって異なることがあります。


